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新任ご挨拶

新任ご挨拶

　この 4 月 １ 日付で新たに新潟市水道事業管理者
に就任しました長井亮一です。よろしくお願いい
たします。
　新潟市管工事業協同組合の皆様におかれまして
は、日頃より本市の水道事業に対し、多大なるご
理解とご支援を賜っておりますことに心から感謝
を申し上げます。
　私は新潟市役所に昭和63年に入庁し、様々な分
野で経験する機会をいただいてきました。
　経済部長時代には、新型コロナウィルス感染症
の感染拡大により経済活動が停滞するなか、経済
の再興と事業者支援に向けた経済対策を進めてき
ましたが、国による無利子・無担保融資の返済が
これから本格化するなど、経済の動向については
今後も注意深く見守っていきたいと思います。
　そののち、退職までの 2 年間は「にいがた 2 ㎞」

　令和 ５ 年 4 月の人事異動により総務部長を拝命
いたしました小柴と申します。どうぞよろしくお
願い申し上げます。
　新潟市管工事業協同組合の皆さまにおかれまし
ては、日頃より新潟市水道事業に対し多大なるご
支援とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
また、今年 １ 月に襲来した大寒波においては、配
水量の急激な増加により計画断水を公表せざるを
得ない極めて厳しい状況に陥りましたが、組合員
の皆さまからは、悪天候のなか漏水調査、宅内修
繕など多岐にわたるご協力を賜り、断水を回避す
ることができました。皆さまから全面的なご支援
をいただきましたことに重ねて御礼申し上げます。
　私は平成 2 年に水道局に入職し、市長部局に 3
年、東港企業団に １ 年出向しておりますが、残り
の期間は水道局において財務、総務、管路及び料
金部門の業務に従事してまいりました。最初の配
属先は紫竹山の東工事事務所で、管工事・修繕部

　　新潟市水道事業管理者
　　水道局長

長　井　亮　一

　　新潟市水道局
　　総務部長

小　柴　　　謙

の取組に携わり、都心の再整備やオフィス系企業
の誘致、デジタル化の推進などを進めることで、

「訪れたいまち」「ビジネスを展開するまち」とし
て選択されるまちづくりを目指してきました。
　新型コロナウィルス感染症も「 ５ 類」に引き下
げられ、経済活動も以前のような活気が戻りつつ
あります。一方で、ロシアのウクライナ侵攻に伴
うエネルギー価格をはじめとした物価の高騰や、
年々加速する人口減少など、私たちを取り巻く経
済社会環境は困難な状況にあります。
　本市の水道事業においても、老朽化した管路・
施設の更新や再構築、耐震化をはじめとした災害
対策、そして人口減少に伴う給水収益の減少など、
喫緊の課題が山積しています。
　こうした状況において、「すべてのお客様に信
頼される水道」を実現していくためには、優れた
技術力と強固な組織力を有する貴組合のお力添え
をいただきながら、一体となって取り組んでいく
ことが重要であると考えていますので、今後につ
きましても、ご支援、ご協力賜りますことをお願
い申し上げます。
　結びに、貴組合並びに組合員の皆様の益々のご
発展とご健勝を祈念申し上げまして、新任の挨拶
とさせていただきます。

門の事務を担当いたしました。当時は現場調査や
宅地内地下及び路上での漏水を含む中小規模の修
繕を水道局が行っていた時代でしたが、勿論、水
道局職員だけでは対応できませんので、組合員の
皆さまが本局 4 班・東工事事務所 3 班の支援隊を
編成し、年中無休で業務を支援していただきまし
た。支援隊の皆さまは親切な方が多く、駆け出し
の私に修繕材料の名前や使い方などを丁寧にお教
え下さったことが深く記憶に残っており、私の水
道職員としての大きな財産になっています。
　さて、水道事業を取り巻く環境は、人口減少に
伴い水需要が減少する一方で、管路、施設の老朽
化への対応や自然災害への備えを着実に進めるこ
とが求められるなど、厳しい状況が続いておりま
す。しかしながら、命を守り、暮らしを支える水
道事業は、最も身近なライフラインとしてお客さ
まの期待と信頼に応えていかなければなりません。
水道局も職員の技術向上・継承に努めているとこ
ろではありますが、将来にわたり持続可能な水道
事業を実現するためには、貴組合の高度な技術力、
組織力によるご支援とご協力が不可欠ですので、
今後も特段のお力添えを賜りますようお願い申し
上げます。
　結びになりますが、貴組合並びに組合員各位の
益々のご繁栄とご健勝を祈念いたしまして、新任
のご挨拶とさせていただきます。
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新任ご挨拶

　新潟市管工事業協同組合の皆さまにおかれまし
ては、日頃より本市水道事業に対し多大なるご理
解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　この 4 月 １ 日付で技術部長を拝命した山本でご
ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、昭和62年に水道局に採用され、四半世紀
余り管路系業務に従事してまいりました。一昨年
度からの 2 年間は、秋葉事業所に在籍し、料金系
業務・管路系業務を問わず、貴組合の主に事業所
エリアの皆さまにはひとかたならぬお世話になり
ました。とりわけ、去る １ 月の寒波到来時には、
折からの荒天にもかかわらず、漏水修理や空家調
査など大変なご尽力を賜りました。重ねてお礼申
し上げます。
　さて、人口減少危機が叫ばれて久しい今日、全
国の多くの水道事業体がそうであるように、本市

　　新潟市水道局
　　技術部長

山　本　真　司

においても給水量の減少傾向が続き、大変厳しい
経営を余儀なくされています。そのうえ、新潟地
震時の鋳鉄管をはじめとする施設の老朽化対策、
災害対策、施設規模の適正化、人材確保や技術継
承等々難題が山積しています。
　こういった数々の課題に適切に対応するため、
本市は現在「新・新潟市水道事業中長期経営計画
～新・マスタープラン～」に沿って事業展開して
いるところです。同計画は平成2７年度から36年度
までの１０年間を計画期間とし、令和 ５ 年度はその
後期実施計画の 3 年目、計画期間全体の中では ９
年目にあたり、いよいよ成果を形にすべき時に差
し掛かっています。また、本市水道局はこの 4 月、
事務事業の効果的・効率的な執行体制の構築に向
け、 3 部 2 事業所１6課から 2 部１6課へと組織改正
いたしました。
　もとより、優れた組織力と技術力を併せ持つ貴
組合のお力添えなくして難題の解決は見通せませ
んが、新しい組織におきましても、引き続き厚い
ご支援を賜りますようお願いいたします。
　最後になりましたが、貴組合並びに組合員各位
の益々のご発展を祈念いたしまして、就任の挨拶
とさせていただきます。
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令和4年度合同委員会開催
　 3 月１０日㈮午後 6 時より新潟グランドホテルに
て、組合の恒例行事である合同委員会が 4 年ぶり
に開催された。合同委員会では、佐藤理事長よ
り「各委員会の活動においてはコロナ禍において
色々な制限があり、思うような活動が出来なかっ
たということもあるとおもいますけど、それぞれ
行ったことを発表していただき、有意義な時間に

していただきたいと思います。」との挨拶があっ
た。
　 ７ つの常任委員会からは各委員会の活動報告に
ついて発表があり、合同委員会終了後、引き続き
懇親会が行われ、本谷副理事長の乾杯のご発声で
開宴し、委員同士懇親を深め、加藤理事の中締め
でお開きとなった。

【排水設備工事委員会】（鈴木委員長）
〇�コロナ禍ではあったが委員会を開催
し、組合員の方にアンケートを取り、
様々な意見を交換して活動を行った。
〇�意見交換会などは出来なかったが、
今後の課題として活動していく予定。

【共同受注委員会】（佐藤委員長）
〇�検満メーター取替を請け負っている
組合員の管理・監督者を対象に、事
故再発防止講習会を開催し、講習内
容を各社へ持ち帰っていただき社内
教育を実施した。
〇�公的証明書の取り扱いや携行方法に
ついて協議し、運用方法を決定した。
〇�漏水修繕工事における、請負業者の
選定方法について、理事会よりいく
つかの案を出してほしいとの要請が
あり、案を理事会へ上程した。

【設備委員会】（真水副委員長）
〇�設備工事技術研究会を柱に活動を
行った
〇�積算に関することを含めた設備工事
に関するアンケート調査を実施し、
技術研究会で意見・要望とし、新潟
市側へ提出した。
〇�技術研究会で新潟市との情報・意見
交換などを行った。

【広報委員会】（中野委員長）
〇�主な活動として、組合HP更新、管理、
ビジネス情報の配信、管工ニュース
の編集及び広報を行った。
〇�管工ニュースについては、組合行事
の中止、延期が続いたため、掲載記
事がない状況になり休刊もやむを得
ないという時期もあったが委員の皆
様より様々な意見、アイデアをいた
だき休刊することなく発行すること
が出来た。

【給配水工事委員会】（玉木委員長）
〇�コロナ禍であった為、全委員が集ま
る機会がなかなか少なかった。
〇�村上市の豪雨災害では、キャンパス
水槽の積み込みを行い、すぐに現地
に向かい、小学校や役場を中心に緊
急の対応を行った。
〇�現在の資材の高騰、燃料高等におい
て、資材単価の値上げ改定をメー
カーと協力して行うことができた。
〇�令和5年4月1日からの修繕の待機
について、組合より水道局の閉庁日
の対応が難しくなるということで委
員会で検討し、組合員17社で4月1
日からの閉庁日の対応をすることと
なった。

【技術・教育委員会】（浅井委員長）
〇�給水装置工事配管技能検定会の監督
員派遣要請があり、委員1名を選出
し派遣をした。
〇�技能検定受験準備講習会では講師派
遣要請に対して実技講師2名、学科
講師2名の計4名を選任し派遣した。
講師の選任の際に、選任講師の当日
欠席も考えられることから予備の講
師を委員の中から選任できる体制を
整えいかなければとの声があり、講
習会の実技講習にあわせ、講師がど
のようなことを行うのか、また講師
をすることが出来るのかを判断する
機会として他の委員は講習会の視察
を行った。今年度は実技講習のみの
視察となったが来年度は講習会の学
科講習の視察を検討している。

6 第 96 号



【厚生・企画委員会】（西脇委員長）
〇�納涼会とボウリング大会について企画検討を行い、
納涼会については開催することが出来なかったが、
ボウリング大会については、10月に3年ぶりに開
催した。
〇�ボウリング大会は従来申込締切日を待たずに満員
御礼の通知をしていたが、今年は57名の参加と
なった。表彰式、懇親会は総勢71名にご参加いた
だいた。参加申し込み人数が伸びず、委員会とし
ては時期尚早であったかと葛藤を抱えての開催と
なったが、マスク越しにも終始参加者の皆様の笑
顔が見て取れたので開催してよかった。
〇�５月からの新型コロナウイルスの取り扱いが変わ
り、ますます自己責任が求められる中でのレクリ
エーションではあるが、組合員の皆様のささやか
なモチベーションとなれるよう来年度も、皆様の
福利厚生のわずかな部分のお手伝いができるよう
にと考えている。

　 4 月１１日㈫新潟市水道局水道研修センターを会
場に、配水用ポリエチレンパイプシステム協会主
催による水道配水用ポリエチレン管・継手施工講
習会が開催された。
　水道配水用ポリエチレン管・継手は、耐震管に
認定された事により、採用件数が増加しているが、
この管・継手は、管接合に電気融着方式を採用し
ており、従来の施工方法とは大きく異なることか
ら、県内水道事業体においても「水道配水用ポリ
エチレン管の配管作業に従事する技能者は、配水
用ポリエチレンパイプシステム協会が開催してい
る水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会を
受講したものでなければならない」と、規定する
ところが多くなっている。

　今年は受講者62名が午前、午後に分かれて座学
講習、実技実習を行い、講習会最後に確認試験が
行われた。なお、合格した受講者には、後日受講
証が交付された。

水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会開催
（資格取得講習）

共催　新潟市水道局、新潟県水道工事業協同組合連合会

配水用ポリエチレンパイプシステム協会　主催
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国土交通省及び農林水産省は、令和4年度に実施した公共事業労務調査に
基づき、令和５年３月からの公共工事の工事費の積算に用いるための公共
工事設計労務費単価を決定した。単価の決定にあたっては、必要な法定福
利費相当額や義務化分の有給休暇取得に要する費用のほか、時間外労働時
間を短縮するために必要な費用を反映している。加えて、元請企業から下
請企業を経由せず、直接支給する手当がある実態を踏まえ、この手当を新
たに反映している。

令和５年３月から適用する
公共工事設計労務単価決定

新潟県配管工
23,700円

 

地方連絡
協議会名 都道府県名 令和4年度

配管工
令和5年度
配管工

特　殊
作業員

普　通
作業員 軽作業員 ダクト工 保温工 設　備

機械工
交　　通
誘導員Ａ

北海道 北 海 道 22,000 23,200 22,800 19,100 16,300 21,900 26,000 25,300 16,200 

東　北

青 森 県 21,600 22,700 26,600 19,800 15,600 20,900 24,400 24,500 15,100 
岩 手 県 23,000 24,200 25,200 21,100 16,000 21,000 24,200 24,400 15,900 
宮 城 県 24,200 25,400 26,700 21,000 17,200 21,500 24,300 24,400 17,500 
秋 田 県 20,900 22,000 25,100 20,000 16,600 21,000 24,400 24,500 15,200 
山 形 県 23,200 24,400 25,200 20,000 17,500 22,300 24,400 24,500 17,300 
福 島 県 23,600 24,800 26,700 20,900 18,700 22,000 24,400 24,400 17,500 

関　東

茨 城 県 23,200 24,700 23,700 22,600 15,400 25,500 25,100 25,400 16,900 
栃 木 県 23,300 24,900 23,500 21,200 15,300 25,300 25,100 25,400 16,500 
群 馬 県 22,600 24,100 23,500 22,400 16,400 24,400 25,100 25,400 15,800 
埼 玉 県 23,100 24,600 25,200 22,900 16,300 25,900 25,100 25,400 16,800 
千 葉 県 23,600 25,100 26,200 22,600 16,100 25,500 25,100 25,400 17,300 
東 京 都 24,100 25,700 26,700 23,900 16,800 25,900 25,100 25,400 17,900 
神奈川県 22,900 24,400 26,900 23,900 16,500 25,000 25,100 25,400 17,800 
山 梨 県 22,900 24,400 25,700 23,800 16,100 24,900 25,100 25,400 16,300 
長 野 県 22,300 23,800 24,800 21,900 17,100 24,600 25,100 25,400 15,000 

北　陸
新 潟 県 22,200 23,700 24,900 20,700 18,700 21,900 23,800 26,100 16,700 
富 山 県 22,300 23,800 27,800 22,000 17,500 22,400 23,800 26,100 16,600 
石 川 県 22,500 24,000 26,800 22,600 17,300 22,500 23,800 26,000 17,200 

中　部

岐 阜 県 22,100 22,900 24,300 22,100 16,600 23,300 26,900 27,200 16,500 
静 岡 県 22,200 23,000 24,100 23,200 15,100 24,900 26,800 27,200 17,100 
愛 知 県 22,400 23,300 25,400 22,100 17,100 23,500 26,800 27,200 17,600 
三 重 県 22,800 23,600 24,200 21,300 16,100 24,400 26,900 27,200 16,800 

近　畿

福 井 県 21,600 22,800 23,200 19,200 14,400 22,300 25,400 24,400 15,700 
滋 賀 県 22,200 23,500 23,500 20,500 15,100 23,300 25,900 25,500 15,200 
京 都 府 22,100 23,400 22,900 21,500 14,200 23,700 25,700 25,200 15,300 
大 阪 府 22,700 23,900 24,400 21,000 14,100 23,000 25,400 25,000 15,000 
兵 庫 県 20,400 21,500 22,000 21,200 14,100 22,700 25,500 25,000 15,400 
奈 良 県 22,700 23,900 24,700 21,100 15,000 24,000 25,900 24,900 15,500 
和歌山県 21,800 23,000 23,800 21,300 14,500 23,700 25,600 24,600 15,000 

中　国

鳥 取 県 19,500 20,500 20,000 16,000 14,000 20,600 20,700 22,700 15,800 
島 根 県 19,200 20,200 20,300 17,200 14,100 20,600 20,700 22,700 15,800 
岡 山 県 20,100 21,100 21,400 18,700 14,300 20,800 20,800 22,700 16,200 
広 島 県 19,300 20,400 21,900 19,600 14,300 20,600 20,800 22,800 16,400 
山 口 県 19,600 20,600 20,300 17,900 14,100 20,500 20,700 22,700 16,000 

四　国

徳 島 県 18,900 20,000 22,300 20,600 14,600 20,100 ― 22,200 14,800 
香 川 県 19,800 20,900 23,200 21,100 14,600 20,000 ― 22,200 14,900 
愛 媛 県 18,800 19,900 21,900 18,500 14,200 20,100 ― 22,200 14,300 
高 知 県 18,500 19,600 21,600 18,800 15,000 20,100 ― 22,200 13,600 

九　州

福 岡 県 20,500 21,100 23,500 20,800 14,300 22,000 22,800 25,900 14,800 
佐 賀 県 20,100 20,600 20,700 17,800 13,800 21,700 22,800 26,200 14,600 
長 崎 県 20,100 20,600 21,700 18,700 14,600 22,000 22,800 26,300 14,900 
熊 本 県 19,700 20,300 22,100 19,200 15,400 21,700 22,800 25,900 14,400 
大 分 県 20,400 21,000 21,100 17,900 14,500 22,100 22,800 25,900 14,700 
宮 崎 県 19,500 20,000 23,500 17,400 14,600 22,000 22,800 25,800 14,600 
鹿児島県 19,800 20,400 25,800 18,800 15,700 21,800 22,800 25,800 15,600 

沖　縄 沖 縄 県 18,500 18,600 23,000 20,000 15,100 18,900 ― 22,500 13,600 

公共工事設計労務単価 （単位；円）
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　 4 月28日㈮、新潟グランドホテルにおいて、新
潟県水道工事業協同組合連合会事務局研修会が開
催された。この研修会は、県内単組事務局職員の
資質向上と組合間相互の懇親を目的として開催さ
れており、今年は全国中小企業団体中央会の助成
金事業を利用し、新潟税理士法人 深滝合同事務
所 税理士で副所長の根本昌幸様を講師にお招き
して「インボイス制度について」をテーマに研修
を行った。今年１０月から導入されるこの制度につ
いて根本様より消費税の基本的な仕組みやインボ
イス制度のねらい、改正電子帳簿保存法について
大変分かりやすく説明していただいた。引き続き、

新潟県中小企業団体中央会 松田様より中央会助
成金制度について説明があり、どのような種類の
助成金があるか、またどういったものが補助の対
象となるのかなど詳しい説明があった。中央会の
助成金制度を利用しているところは多く、ぜひ助
成金事業を活用していただきたいとの事であった。
その後、各組合での現状など意見交換が行われ研
修会は終了した。
　研修会終了後は懇親会が開催され、約 4 年ぶり
に顔を合わせた事務局職員同士、お互いの組合の
近況報告や情報交換等を行い大いに盛り上がった。

新潟県水道工事業協同組合連合会

事務局研修会開催
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北関東支店　新潟営業所

〒950-0088　新潟市中央区万代4-1-11 太陽生命新潟ビル
TEL.025-248-1400㈹　FAX.025-248-1414

　令和 ５ 年 3 月24日㈮１8時より、新潟グランドホ
テルにて組合三役と青年部との意見交換会を開催
した。
　この意見交換会はおよそ 3 年ぶりの開催となる。
　始めに、井戸村部長より挨拶があり、日頃の青
年部事業活動への支援と協力についてのお礼が述
べられ、コロナによる制限により、活動内容が少
なかったため、挨拶と同時に活動報告も行った。
活動報告では、4０周年記念事業の立案や全体会議

（地方企業におけるDX推進と可能性）、ゴルフコ
ンペ等を実施した事について説明があった。
　続いて佐藤理事長より、コロナによる制限下に
おいても工夫して活動を継続していたことに感謝
の念が伝えられ、青年部4０周年事業においても、
成功裏に終わることを祈念しているとのお言葉を
頂戴した。

　続いて、本谷副理事長による乾杯の音頭があり、
意見交換を交えながら懇親会を行った。
　懇親会では活発な意見交換が行われるなか、終
始笑い声も聞こえるなど、大変賑やかな会となった。
　その後、加藤副理事長より、中締めの挨拶があ
り、意見交換会は終了した。

青 年 部 活 動 報 告
～組合三役と青年部との意見交換会開催～
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　女性の会水華では 2 月１１日㈯～１2日㈰にかけて「岩室温泉 濱松屋」において １ 泊 2 日の新年会を開催した。
参加者は会員・事務局合わせて１０名。宿は貸切りにしていただき、会員各位の親睦を深めることができた。
　当日、早めに宿についたため、雪も解けて暖かくなってきた陽気に誘われ、普段はあまり歩くことのない
温泉街をゆったりと散策して楽しいひとときを過ごした。
　新年会は、本谷会長から「何度か計画した催しですが、新型コロナ
ウィルス感染者の増加により中止したこともありました。この度、やっ
と開催できて喜ばしい限りです。世界ではトルコ地震やウクライナと
ロシアの戦争などの悲しい出来事が起きています。皆さんにおかれま
しては先週からの寒波による凍結や破裂の対応など御苦労をされたと
思います。今日はゆっくりと羽根を伸ばして楽しんでください。」と
ご挨拶をいただき開宴した。その後、仁多見副会長の音頭で乾杯し、
久々の懇親会で程よくお酒も入り、女性同士終始和やかな雰囲気のな
か、中野会員の中締めでお開きとなった。
　翌日、たくさんのお土産を抱えて会員それぞれが帰路についた。

女性の会水華  新年会
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優勝は伊藤 英樹さん（㈲伊藤設備工業）

ゴルフクラブ主催

　第１36回ゴルフコンペが令和 ５ 年 4 月22日㈯に
フォレストカントリー倶楽部にて開催されました。
当日は天候にも恵まれゴルフ日和となりました。
　気温の寒暖差も日によって変わる中で、服装に
も困る時期でもあります。そんな中でしたが、皆
さん楽しくゴルフをして交流を深められたと思い
ます。コロナも落ち着いた時期でもあり、久しぶ
りの懇親会で表彰式が執り行われ、楽しい一日に
なったと思います。　
 （報告：ゴルフクラブK）

第136回管工事ゴルフクラブ　ゴルフコンペ上位入賞者
順位 氏名 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 伊藤　英樹（㈲伊藤設備工業） 47 45 92 19.2 72.8 

準優勝 若杉　達栄（㈱協立工業） 50 44 94 20.8 73.2 

3 上原　緒里江（日新工業㈱） 54 55 109 35.2 73.8 

4 韮沢　喜明（㈱中山工務店） 43 41 84 9.6 74.4 

5 加藤　大二（㈱大二工業） 48 49 97 22.4 74.6 
（敬称略）

第136回管工事ゴルフコンペ開催

優勝　伊藤英樹さん（㈲伊藤設備工業）

準優勝　若杉達栄さん（㈱協立工業）
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　2０2０年初頭から新型コロナウィルスに大いに影響を受けた 3 年間でしたが感染法上の分類引き下げに伴
い見慣れたアクリル板や検温機器が撤去されていたり行動制限の廃止などコロナ前へ少しずつ戻っている
ように感じます。そんな中、昨年悪天候で中止となりました組合釣り大会が今年も開催されます。豪華賞
品を取り揃え皆様のご参加お待ちしております。また、組合二大イベントのもう一つ納涼懇親会も盛会に
開催されることを期待しております。 （記：広報委員　Ｋ）

編
集
後
記

組 の き合 動ビ ネ 情ジ ス 報
発送
番号 発送月日 内　　　　容　

令和４年度

62 2 月 8 日 令和 5年度管工事施工管理技術検定試験の実施について

63 2 月 8 日 令和 5年度土木施工管理技術検定試験の実施について

64 2 月10日 新潟市食肉センター冷凍冷蔵設備改修事業に係る実施方針及び要求水準書（案）の公
表について

65 2 月13日 「令和 4年度	新潟市水道局建設工事入札参加者向け説明会」開催のご案内について

66 2 月17日 水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会開催について（資格取得講習）

67 2 月22日 工事検査関係規定及び工事成績評定関係書類(土木)の改定について

68 2 月24日 ステンレス管プレス式継手の組合員販売価格改定のお知らせ

69 2 月28日 一般財団法人　地域開発研究所主催
令和 5年度 1級・ 2級施工管理技術検定試験受験講習会のご案内

70 2 月28日 令和 5年 3月から適用する公共工事設計労務単価について

71 3 月14日 新潟市水道局の組織改正について

72 3 月27日 液体窒素	価格改定のお知らせ

73 3 月29日 請負賠償責任保険について

74 3 月30日 液化石油ガス設備士第 2講習・第 3講習の実施について

75 3 月31日 令和 5年度建設業経理事務士特別研修（ 3級・ 4級）の開催について

76 3 月31日 「各種再講習のオンライン講習の移行について」、「令和 5年度各種講習・検定予定」「高
圧ガス保安法、液化石油ガス法関係免状の申請方法について」（お知らせ）

77 3 月31日 令和 5年度第 1回配管用フレキ管講習の開催について

令和５年度

1 4 月 1 日 令和 5年度在職者訓練「配管初級コース」の実施について

2 4 月 3 日 給水装置工事施行指針一部改訂について

3 4 月 7 日 水洗便所改造助成金交付申請書提出方法の見直しについて

4 4 月14日 新潟市管工事業協同組合	第54回通常総会の日程について（お知らせ）

5 4 月21日 管材・骨材等販売店のゴールデンウィーク営業予定

6 4 月24日 『水道事業実務必携』（令和 5年度改訂版）の斡旋について
第 1部	水道施設整備費に係る交付要綱／第 2部	水道施設整備費に係る歩掛表

7 4 月25日 排水設備等確認申請に添付する誓約書等の押印に関することについて

月　日 内　　　　容

2 月 7 日 新潟市設備工事技術研究会【設備委員会】

2月 8日 理事会

2月10日 給配水工事委員会

2月11日 女性の会「水華」　新年会

2月21日 設備委員会

3月 2日～ 4日 役員研修

3月 3日 青年部　役員会

3月10日 役員会

3月10日 合同委員会

3月15日 県水連　常任理事会

3月24日 青年部
組合三役との意見交換会

4月11日 県水連
水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会

4月12日 理事会

4月13日 青年部　役員会

4月14日 給配水工事委員会　三役会議

4月22日 管工事ゴルフクラブ　ゴルフコンペ

4月27日 女性の会「水華」　役員会

4月28日 県水連　事務局研修会

•••••••••••••• 組合員の動き（R5.2～R5.4）

•••••••

•••••••
【本部　組合員】
◎代表者変更

事業所名 新代表者 旧代表者
新潟興業　株式会社 田中　　量 加藤　久男

◎脱退
事業所名 代表者

公衛設備　株式会社 利子　　勇

株式会社　東新工業所 熊谷　直則

有限会社　若林配管工業 若林　保雄

【賛助会員】
◎新規加入

事業所名 住所 電話番号 FAX番号
昭和企業　株式会社　新潟支店 〒950-0872　新潟市東区牡丹山2-15-11 025-333-8480 025-333-8477

◎事業所名、代表者、住所、電話番号、FAX番号変更
新事業所名 新代表者 新住所 新電話、FAX番号

冨士機材　株式会社　新潟支店 松下　哲智 〒950-0872　新潟市東区牡丹山2-15-11 電話025-333-8600　FAX025-333-8605

旧事業所名 旧代表者 旧住所 旧電話、FAX番号
冨士機材　株式会社　新潟営業所 大瀬　実 〒940-0861　長岡市川崎町841-7 電話0258-31-2077　FAX0258-31-2078

◎代表者変更
事業所名 新代表者 旧代表者

西尾レントオール 株式会社　配管機器新潟営業所 柳川　鉄雄 福永　裕之

丸運建設　株式会社 野澤　　勝 小田　　等
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